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吉崎誠 :千葉県銚子半島

銚子の海藻研究史

銚子は国のとっ外れと言われる。関東地方の最東端である。関

東平野を流れ下った利根川が太平洋に注ぐ様子が，酒を入れて杯

につぐ銚子の口のように突き出している所から銚子と名付けられた

そうだ(図 1)。北上する黒潮の最末端であり，かつ南下する親潮

の最末端と言われているだけにここに生育する海麓は古くから注目

され，東京からの交通の便の良さからもたくさんの藻類学者が訪れ

ている。遠藤吉三郎は，ネザシハネモを記録し(1917)，犬l火埼で

オオパツノマタとエゾシコロを記載した(1920)01河村金太郎(1930)

は，遠藤 (1914)が犬l次埼から Griffithsiaschousboeiと記録し

た種を新種カザシグサと記載した。成田清一 (1918)は犬吠埼の

南側の磯で、ホソベニモズ、クを採集した。時田 郷 (1938)は，遠

藤 (1916)が犬吠埼から Bangiaciliarisと記録した種を新種ホ

シノオビとした。中村義輝 (1965)は犬|次埼でハリイギス，イギス，

フトイギスを採集した。彼はここでのフ トイギスの大きいことにとて

も驚いたと話しておられた。三上日出夫は 1959年 8月に犬l火埼を

訪ね，オオパツノマタを観察し，イボツノマタを記載した (Mikami

1965)。千原光雄 (1969)は銚子市外川でナガアオサを記載して

いる。千原は千葉大学の非常勤講師として藻類を講じ， 1臨海実習

で多くの学生達に海藻を教えた。千葉大学理学部の臨海実験所銚

子分室が作られてからたびたび銚子を訪れて海務相と群落を詳細

に調べた(千原・沼田 1960，千原 1965，1975， 1976)。小高・沼

田 (1979)は，千原の指導を受けて銚子の海藻群落を観察した。

北上する黒潮に乗ってやってきた海藻が，銚子の海岸で、打ち上

げられることはよく知られてし唱。ヤブレグサ，アオモグサ，フサイ

ワヅタ，タマミル，クロミノレ，ウミウチワ，カジメ，ヤノTネモク，フ

タエモク7，コブクロモク7，タマイタダキなどが漂着した記録が

ある。南下する親潮の影響を受けて，スジメ，ホソメコンブ，ガゴメ，

ヒパマタ，フシスジモク，カタベニフクロノリなどが漂着した記録

がある(岡村 1936，千原 1975，1976，吉崎他 1996)。特に，カ

タベニフクロノ リは北海道日高以東に生育するものである。

1971年にわが国ではじめて開催された第7巨IInternational

Seaweed Symposiumには海外から多数の海藻学者が集まった。

この時に，千原に伴い MaxH. Hommersanndや， Larry Liddle 

が銚子の海藻採集に訪れた。2002年に筑波大学で行われた

Algae 2002の以後に，多数の韓国の人達が銚子を訪れるように

なり，海藻採集を行っている (Yanget al. 2004)。

特筆すべきはオオハネモで，銚子では高さ 30"-'50 cmの直立

体が密植状態で生育する。オオハネモは 1本のJlilliが l個の出III胞で

ある。一端を欽で切り，軸をしごくと細胞質をそのまま取り出すこ

とができる。これは，光合成の研究者にとっては願つでもない好材

料とされて，高宮 篤を中心として文部省科学研究費総合研究「ハ

ネモの生物学」が組まれ，神谷宣夫，石田博英，小林 興など多

区11 銚子半島の地図

数の研究者が銚子の犬若荘に参集して勉強会を開催した。この総

合研究は，代表の高宮が亡くなり頓挫したが，オオハネモを研究

材料とする研究者は今でも多数いる。舘脇(1973)は，銚子のオ

オハネモで、生活環の研究を行った。オオハネモは，現在でも元気

に生育している。これらの他に，たくさんの著名な藻類学者が銚子

半島を訪れている。

千葉大学理学部海洋バイオシステム研究センター銚子実験場

千葉大学理学部の海洋ノfイオシステム研究センターは外川にあ

る。 JR銚子駅で，銚子電鉄に葉り換え，終点の外川駅で下りて

細い坂道を南にたとーって，海に向かうと外川港に出る。外川駅から

外川港にいたる刺11い道の両側は低い家並みが密集し，さらに紺|い

整然とした横道でつながっている。外川港は紀少州州州|トH、'1から来た崎u山」治

郎右f制

葉大学海洋ノfイオシステム研究セン夕一銚子実験場は，大杉村l社

の前を長崎の方向に進んだ外川の111]の東の端にある。道端に，千

葉大学海洋バイオシステム研究センター銚子実験場の立看板があ

るが，そこを下り，漁師倉庫の前を通ってその奥にある。実にわか

り難し 3所である。しかし干潮時には目の前に平らな磯が拡がり，

右手には白亜紀の地層を残す畳岩が巨大な防波堤となっている(図

2)。目の前で磯採集ができる絶好の場所にある。高木仁平(長崎

の網元)，鶴岡 繁(銚子の自然を楽しむ会会長)，羽賀秀樹(銚

子の海藻仙人)と続く歴代の管理人はみなよく海議をま1:1っている

人達で、ある。羽賀は，千葉大学理学部海洋バイオシステム研究

所銚子実験場のホームページを運営しているので一読を勧める

(http://www-白 ふ chiba-u.ac.jp/kominato/teusi/html/katudou2.

htm)。実験場には顕微鏡も用意されており， 15"-' 20人ほどでの
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区12 右上の白い建物は，千葉大学理学部海洋バイオシステム
研究センター銚子実験場。 沖に見える媒い岩がt::岩。大i骨!の干
潮111寺には位岩から手前の磯(弘法水)まで広く平らな磯が::L¥現
する。

実習ができる。学生用の個室は無く，自炊をしなければならないが

快適に宿泊が出来る。千葉県生物学会は今年 60周年を迎えた。

学会主催でたびたび銚子で海藻の観察会を挙行し，本研究セン

ター銚子実験場に宿泊しての観察会も行っている。また，千葉大学，

東す11大学などの地元の大学の他，東海大学や， 山梨大学などの野

外実習や|臨海実習でも使用されている。

採集した海部は，ここに持ち帰って押し葉を作ることができる。

古新聞，大形パッ ト， 貨の子，段ボール板，扇風機など海諜押し

葉作成の道具はすべて揃っている。銚子の海部仙人と言われる羽

賀さんに頼むとすべて用意しておいてくれる。新鮮な海藻をすぐに，

標本にできるところは臨海実験所が多い千葉県でもここがJ12も良
い。ただし，楳本台紙とサラシ布は各自が用意するべきものである。

畳岩から平磁を経て弘法水 (図 2，3) 

春の午前の干潮時，天気の良い日にここの磯に出て見ることにし

よう。畳岩近くの岸壁から階段を下りて磯に出る。岸壁の前にはた

くさんのテ トラポッ トが並んでいる。ここは通称畳磯とよび，干潮

時には広い平らな磯が出現する。下り立った磯の岩の上lこはフクロ

フノ リがl作生する。高さ 10cmをこえるほどに大きく生長したもの

が見られる。浅いプールになっている所には，オコ、、ノリ，オキツノ リ，

イバラノリ，イソムラサキ等が生える。畳岩に向かって歩こう。海

に向かって畳岩の右端は外洋からの大きな波に襲われる所である。

岩にはヒジキ，イボツノマタが密集して生える。その下にはスガモ

の大きな群落がある。千葉大学の学生であった矢部は数年にわたっ

て，ここのスガモの現存量の消長を調べた(矢部 1989)。海は穏

やかな時ばかりではない。寒い|時期にカッパを着て，鶴岡さんと矢

部君とが大きな波をものともせずに，スガモにとりついていたもの

である。この研究が銚子に於けるスガモの研究のはじめで，それま

では銚子に生育する海草はエビ、アマモとされていた。スガモの根

元を探ると，決まってマキユカリが生育している。ラッキーであれば，

未記載種のワシノツメ (Heterosiphonianew sp.)が見つかるだ

ろう ( 1豆1 4) 。 シマタマジアの枝先がx!~の爪のこ。とくに屈曲しているも

ので，銚子では古くから知られた種であるが，有性生殖器官が見

図3 ~:岩。 大i朝|の干潮時には広く磯が干::1:\ し，立岩までi需れ
ずに歩いて行ける。

つかっていないことから，未記載に終わっている。スガモの |ご位に

はハリガネの大鮮落がある。これに混じって細い葉を持つアラメが

群生する。イボツノマタ，スガモの群落と，ハリガネの大群落は，

銚子の海r~~群落を代表するものである。

畳岩の陸1HU，ほぼ中央にプーlレがあり，ここに大きな丸い岩が

ある。この岩の日陰になった所には，ナガウブゲ、グサとハネグサが

生えていた。畳岩のくぼみの小さな水たまりには，カザシグサやキ

ヌイ トグサが生えていたのだが，外川港全体がテトラポッ トで護岸

されてから流れがかわり，紺lかい粒子の砂が溜まるようになって，

これらの海藻はみられなくなった。

畳岩に登ってみよう。丸い石を足がかり』こ畳岩に登ったものであ

るが，近年， 351岩の風化がはげしく，ここを登ることは容易で、はな

くなった。そこで，多くの釣人は，畳岩の左端から登っている。階

段も，目印もないが，わず、かに釣人が登ったへこみがある。畳岩に

登ると目の前に太平洋が聞け沖からまっすぐに大きな波が押し寄

せてくる勇壮な光景に出会う。畳岩は太平洋に向かつておよそ 30

度の角度で太平洋に落ち込んだ平らな岩である。幅およそ 100m， 

きれいな帯状群落が見られる。小高 ・沼田 (1979)は信:岩の海説

群落を観察し， 畳岩の上から，イワフジツボ荷，ムラサキインコ郁，

ヒジキ帯，エビアマモ帯からなることを述べている。少し詳しく見

てみよう。高い位置から海苔のイ1:1=11間，ウミゾウメン，ヒジキ，イボ

ツノマタ，ピリヒバ¥コメノ リ， カイノリ，ヒメス力「モ，エゾシコロ，

フダラク，オオパツノマタ，アラメ，最下端にはコトジツノマタの大

きな群落が見られる。ヒメスガモは，小高はエビアマモとしたもの

で，エビアマモとスガモの両方の性質をもつものとして，大場 ・官

田 (2007)はこれを新種ヒメスガモ Phyllospαdixx choshiensis 

Miyata et Ohba hybr. nov.とした。

畳岩をおりて，左の端をのぞこう。右側の端よりももっと強く外

洋の影響を強く受ける所である。|臨海実習に参加した多数の学生

達が，ここで大きな波しぶきをあびてずぶぬれとなった経験を持

つ場所であるだけに，国iし3位置にアラメが見られる。ヒジキ， オ

オパツノマタ，オニクサ，フダラクに混じってこれも未記載種の

ミゾオキツノリが生育している (1豆15)。燃状の付着官11から， Ri



図4 ワシノツメ (Heterosiphonianew sp.) 外JlIのスガモに生育
する。

さ5'"15 cmの直立枝を数本生じる。幅3'"5 mmで，湾曲し

て溝を作り，円形の胞子嚢斑が見られる。臨海実習のたびごとに

千原先生が rGymnogongrusなんですがね」と言っておられ，

Gymnogongrus incurvatus Chiharaの名を用意してし通たものでト

ある。この胞子発芽体は盤を形成する。この波の荒い岩のすぐ後

ろは丸っぽい岩で，全面ヒジキで覆われる岩，全面イソマツで覆

われる岩がある。イソマツも，銚子を代表する海藻である。多少砂

をかぶるような所で，外洋からの波の影響を受ける所を好んで、生

育する。太い根状の付着部でしがみつき，岩全体が， 1個体で覆っ

ているのではないかと思われるほどに密生する。太い直立枝を生じ，

短い枝を輪生する。この短い枝をすかして見ると，大きな仕切りが

見えてワツナギソウの仲間であることがわかる。多くは多分胞子嚢

を形成する四分胞子体である。ハリガネの上にはペニヒパと，フト

イギスが生育している。通年の観察によりハリガネは一年中生育し，

ペニヒパも一年中観察され，一年中生殖器官を形成している。し

かし，フトイギスは夏期消えることが確かめられている。

ここから多少深いが波の静かな所を横切って，実験場の前の平

らな磯に出ょう。魚の養殖のために海水を汲み上げるととし斗太い

コンクリートのパイプの上を歩いて行くと便利である。このコンク

リートのパイプの上にもイソマツや，コメノリが生えている。中に，

コスジフシツナギがパッチ状に生育しているし，フシツナギも見え

る。生け賓のような囲いを抜けて実験場の前の磯に出ょう。ここは，
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図5 ミゾオキツノリ (GymnogongrusincurvafUS Chihara， ined.) 
嚢果を持つ体の断面。

通称平磯と呼んでいるところで，第三紀地層群からなると教わった

所である。自然の砂が寄るきれいな砂浜である。

潮が引くと，手前の砂浜から先は，平らで、広い磯が出現する。こ

こを平磯と呼んでいる。砂浜の先には，手の平くらいの玉石がころ

がり，その聞に砂が溜まっている。このような所はオオハネモの生

育適地である。高さ 30cmほどにもなる濃い緑色のオオハネモは

銚子を代表する海藻の一つである。しかし，ここでのオオハネモ

はそれほど大きな群落を作ることはないので採集は遠慮しよう。 12

月から春早くにはショウジョウケノリが群生する。真っ赤な海藻を

押し葉にすると，真っ黒い押し葉ができるし，時期が遅くなると，

これに珪藻が繁茂して珪藻の押し葉が出来上がる。イギスもここ

が大好きなようで，冬から夏にかけてイギスの大群落が見られる。

取り上げて分校を探ると，叉状分枝の真ん中から 3番目の枝が出

ていることからイギスと同定するんだと学生達に教えている。同じ

場所に，イトフノリと，ウスギヌが見られる。ウスギヌは高さ 5'"

10 cm，幅3'"5 cm，下ぶくれの披針形をした膜状体で濃赤色。

つるつるとしているが，成熟すると体下部から胞子を放出をはじめ

るので，下部からボロボロになって枯れる。ウスギヌは隣県茨城県

大洗の磯にもよく見られる。ユカリもよく見られる。浅いところに生

育するにもかかわらず、，イトフノリ，ウスギヌとユカリは赤い。冬か

ら春にかけて高さ 10cmほどのユカリが多く見かけられる。深い

所に生育するユカリに比べて茎の部分が長く，仲びも長いような気
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がしている。世赤色の肉厚の膜状体はタンパノ リである。ここには，

ニセフサノ リも生育している。ニセフサノリは，ここが北限と思って

いたのだが，近年，岩手県山田IUJの牡!踊養殖筏にも生育している

こヒがわかった。

平らな1淡から突き出した岩の |二には，イボツノマタの大きな群落

が見られる。冬にはたくさんの海藻が見られるが，春の連休頃の

大潮の干潮時にほとんどの冬の海藻は枯失する。しかし，イボツノ

マタだけは生き残り，ほぼ年間を通じて見られる。イボツノマタの

生えている岩のひとつ隣の岩は， イソマツで~TIわ匂れている。 その岩

の聞に生育するハリガネに，ハリイギスとカザシグサがピンポン球

のように生育している。同じ所に，サイダイバラノ リとタチイバラノ

リも見られる。少し深いところには，オオパモクの税務がある。オ

オパモクは高さ 2mをこえる。そのさらに沖は，ワカメが群生し，

さらにirl:
'
は，ハリガネとアラメが群生し，良くiij引が引いた時には，

コトジツノマタの鮮生が見られる。

左側の磯に行ってみよう。平磯の東の端は，2mをこす大きな

アラメが生える所である。フダラク，オオパツノマタ，オニクサ，

ハリガネ，カパノリなどが群生して足の踏み場もないほどである。

銚子のフダラクは，外洋からの浪が強く当たるところに生える高さ

20 "-'40 cmほどでよく裂けるものと，港の中などに出現するあま

り分校することのなく，高さ 30"-' 1 111ほどにもなるものがある。ど

ちらもフダラクと呼んではいるけれども，これらが同じ極とはとても

思えない。銚子にかぎらず，フダラクの分類が再検討されることを

望んでいる。さらに左に進むと，大きな岩からなる岩場に到達する。

ここは弘法水と呼ばれる所で，陸から清水が浸みだし，年中枯れ

ることがない所である。ここには，高い位置にアオノリ ・アオサの

仲間が群生し， その下に，イシゲとイロロが大きな群落を形成する。

さらにその下位で，外洋に面した岩上はヒジキで誼われる。弘法

水の東は長崎の11りである。近年， ここに橋ができ，船着き場がで

きた。ここは，平磯の砂浜と共に，よく海藻が打ち上げられる所で

ある。ヤパネモクやコプクロモク，フタエモクのような南方系の海

部が打ち上げられるほかに，ルイガイや，サキシマスオウノキの種

子なども漂着したところである。橋の建設時に，汚水が直接この浜

に流れ出すようになり，海水は佐lく濁り， ~f~臭もする所となってしま

い，i':j:'にテトラポッ トが並ぶなどして，海藻採集の述i1也ではなくなっ

てしまった。今でも，海藻が打ち上げられているが，採集して来た

海説は下水の臭いがする。テトラポッ トが並ぶ前には，ここの地先

の磯には細長いスサビノ リが大きな群落を形成していたものであ

る。密集して生えるために，本来の楕円形にはなれずに，細長くなっ

てしまうのだと教わったものである。

犬吠埼 (区16，7) 

外川の実験場から海岸沿いにゆっくり歩いても JI時間足らず、で，

犬吠埼に到達する。銚子電鉄で外川駅から犬l火埼駅まで-j択であ

る。 jW~から歩いて 10 分ほどで犬l吠埼である。 白亜紀の地層上に，

白亜の銚子灯台が建っている。あたかも灯台を建てるために太平

洋に突き出したような1111]1である。古くから石切場として石が切り出

され，優秀な荒砥を産したところである。昨年 (2007)，灯台のす

ぐ下の断層が動いた痕跡が発見されてから，崩落の危険性がある

図6 犬l則合の南j半。灯台から犬l吠埼の先端に向かつて遊歩道
が見える。

として磯に入ることを禁じられ，犬|次埼での採集は出来なくなった。

海藻の採集には，銚子市の許可が必要になった。

灯台下から南を見る と， 大きく 拡がった湾が見える。ここを
とりあ11うら

酉明評11とよび，アラメ，スガモとノサガネの巨大群生地である。つ

まり，ハリガネ上に生育するベニヒパも同様に生育する。ベニヒパ

の観察には銚子ほどよい場所はないとも言えよう。

東は?と洋とした太平洋で，大きな浪が激しく磯を洗っている。北

を見ると，きれいに弓形にへこんだ君ヶ浜の砂浜が続く。南側の

石段を下りて最も近い磯に下りてみよう。東西に走る岩礁は， こ

れも白亜紀の地層からなり，ごつごっと した歩きにくい所であ

る。高い位置にあるタイ ドプールにはシオグサがみられる。千原

先生と銚子を訪れた vanden Ho巴kはこのシオグサを見て， た

だちに Cladophoraalbidaと言・ったそうである (vanden Hoek 

& Chihara 2000)。これ以後，われわれは，こ この Cladohora

albidαを基準として同定している。

これから先の岩場は，犬l火埼の鼻(先端部)と呼ばれるところで，

太平洋から押し寄せる荒波の影響を直接受ける磯で，垂直な壁に

は海藻が密生する所である。浪の当たる方向によって垂直分布の

構成騒が異なり，同じ種でも生育する帯位がわずかずつ異なる。

最も高い所には一面にウシケノ リがi洋生する。犬|吠埼の先端部に

入る所の右側の1践のヒジキにはケハネグサが群生する。ワレカラも

同じように取り付いているので，よく洗い落とさないと，ケハネグサ

の押し葉がワレカラの押し葉標本になってしまう。細長く，縦に裂

けるフダラクが群生して岩上を覆い，ペニスナゴも多数生育する。

ワカメとアラメがガッチ リと根を張っている。 ピリヒパの併落の-I~

は，すぐにエゾ、シコロの群落にかわる。目に見える範囲のiMJn削'トif下

部までエゾシコロで盟われる。犬I吠崎の先端はつねに大きな浪が

当たる場所である。先端部に立つと，ノ、ノfノリ， マツモ，カイノリ，

短いユナが生育する。銚子はマツモの南限にあたる。銚子では生

育量は多くはないために食べられるほどは生育しない。ウミゾウメ

ンがたくさん生育する。ここのウミゾウメンは4月はじめに出現す

る直径1"-' 1.5 mmほどのものと，5月以後に出現する直径 4"-'6

mmに達するまるで海うどんのようなものとがある。同じ極である
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図7 犬l火崎の品。写真左1JWirl'から太平洋の大きな波がおそい
かかる。右手下に渇奨池が見える。

かどうか疑問としているところである。垂直に落ち込んだ壁にはピ

リヒパ，フダラク，エゾシコロが見られる。111fj1の先}iMj音1)の北側の垂

直な壁にはイワヒゲがi洋生する。平らな岩の上にはヒジキが生育し，

ここのヒジキにはホシノオビが群生してヒジキは赤く見える。あるい

は，ヨツデクロガシラが群生して褐色に見える。垂直な壁を乗り越

えて激しく打ち上げ，強い勢いで、流れるi1u:7]<はすこし平らな岩を走

り下って，わずかばかりのタイドプールに溜まる。ここには，オオト

ラノオ型のウミトラノオと，タマノ、ノ、キモクが生育し，その上に，ア

ナアオサが生育する。千原がナガアオサを記載した時に，ナガア

オサとの比較を試みたのがアナアオサである。ところが，全国に生

育するというそのアナアオサがどこに生育するどのようアオサであ

るか明確で、はなかった。Kjellmanの記載を読むと，アナアオサは

厚さ 100μmとある。すなわち 10枚重ねると 1mmとなる。これ

を根拠として犬吠崎のここに生育するアナアオサをアナアオサとし

てナガアオサと比較したのである (Chihara1969)。

犬I次埼の品から，君ヶ浜に抜けるには一度遊歩道に帰る必要が

ある。遊歩道の陸側は，おおきな池になっていて，ここを馬糞とい

う。京都から追われてきた源義経一行の馬がここで馬糞をたれた

ことに由来すると聞いたことがある。この馬糞の南側の垂直な壁に，

毎年ではないが，ミルの群落が見られる。池の中には，細く長いホ

ソジュズモと呼んで、いるジュズモが生育している。投網を引くよう

にズルズルと51くことができ，外海に出現しハリガネや他の海藻に

巻き付いて生育するホソジュズモとは明らかに異なった種で、ある。

この池は海と連結している塩辛い池である。オゴノリ，シキンノリ，

タマハハキモクが見られる。いつもどんよりと濁っていることが多く，

タマノ、ノ、キモクは良く洗わないときれいな押し葉とならない。コア

マモとアマモも見られるが，アマモは冬を越せないと見えて，よく

繁茂する年と，全く見られない年があるし，毎年コンスタントに生

育してはいない。

遊歩道はここから先には行けないように封鎖されている。ここを

超えると一抱え，二抱えもある玉石浜である。生育する海藻は犬

l吠埼の鼻に生育するものと変わらないが，ここには潮間帯下部にミ

チガエソウが生育する。ミチガエソウも一年中観察される海藻で，

1~1 8 犬l山脊から若ヶ浜を望む。大i'liJの干潟|時には，手前の岩
liJbJ~gl見出す る 。
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大きなi拝落を作ることはないようだが，野外実習で採集にでかける

とl個体は採集する努力はする。続いて岩{出、海岸となり，鼻に比べ

てこちら側では，ワカメと，アラメの生育が多い。この海域は|臨海

実習で、の採集の好適地で、あったが，現在ここに入るのは危険であ

るとされている。遊歩道は，洞窟:胎内くぐりを抜けて君ヶ浜にい

たる。しかし，この洞績も崩落の危険があることからここにも相IIfが

設けられて入れないようになってし唱。

君ヶ浜 (図8)
犬l次埼の付け恨からあしか島まで，弓なりに弧を描く砂浜を君ヶ

浜という。中央部は美しい砂浜である。入口がすぼんでいるのに，

奥の深い砂浜があり，ここに大きな浪が襲来する。かつてここは水

泳に来た人が大波にさらわれたとし寸歴史をもっ。しかし，今はサー

フィンのメッカとなっている。海が荒れて水が濁っていようと，大

きな浪を求めてサーブア一連が飛び込んでしぺ。犬吠i奇の灯台か

ら石段を下りた所は岩{臨海岸である。アラメが自に付く海岸で，砂

浜の入口付近が第一の海践の採集の適地である。砂がかぶった岩

場には， 1mに長くなるフトジュズモの群落がある。同じ場所に，

クロモと， スジムカデが生えている。コメノリ， ヒジリメン，オオハ

ネモ，フダラク，アズマネジモクの大きな群落も見えるし，大きな

アラメも，ここでならば容易に手で引抜くことができる。かつて，こ

こにウガノモクが生えていたように，犬11;}i)奇の北側の海岸は寒冷で

ある。夏で、も短パン姿でず圧に入ることはとても危険である。思いが

けない冷たさに， 震え上がる。

君ヶ浜の真ん中は砂浜である。銚子電鉄君ヶ浜駅から徒歩5分

ほどで，ここに1:1:¥る。大iijVJの最干潮時に真ん中より北側の磯が出

現する。ここが第二の海藻の採集適地である。ここに大きなオオ

ノ、ネモの群落がある。春から夏にかけては高さ 30'"" 50 CI1lのオ

オハネモが密生する。君ヶ浜の砂の下が，すぐにオオハネモの大

群落になる。3月'""5月が最高繁茂期で，6月以降，水温が 18
0

C

以上になると，個体数，現存等共に急激に減少する。7月にはほと

んど見られなくなる。水瓶が200C以下になる 11月末から芽生えが

見られるようになり，高さ 2'""3 cmの直立体が岩盤上を覆うよう
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になる(吉l附1976)。オオハネモと同じ術位に，出11I長いナガアオサ

も生じる。オオハネモの下の帯位にはコメノ リ，カパノ リ，すぐ下

にイソマツが群生し，その |てはハリガネの群落となる。ハリガネの

上には，コブソゾ，ベニヒパとフ トイギスが生育している。

あしか島 (~19)

あしか島は竹久夢二が待てど暮らせど、来ぬ人を待っていた海岸

である。パスは，なかなか来ない。銚子電鉄あしか島駅から海に

向かって 500m，歩いて 10分足らずのところである。ここに来る

には銚子電鉄が便利である。かつてここは船溜りで、あった。銚子

漁港の拡張整備によって黒生の船溜りが漁港となってから，ここに

は船が揚げられることがなくなった。湾の奥が砂浜である。夏には

もっとも安全な海水浴場となる。湾の両↑HUは岩礁海岸で，生育し

ている海藻は君ヶ浜とさほどの違いはない。しかし，湾奥の岩礁に

は春期，ウップルイノ リ，ウスパアオノ リ， アオスナゴ，イボツノマタ，

ユナ，イソマツ，フシツナギ，スジ、ウスノてノ リ，ハリガネが群落を

形成する。大潮の干iilVJ時でも二fl:l:¥しない所には，ノ、リガネ，フダラク，

タンパノ リ， ペニスナゴが見られ，ベニスナゴの生育する深い所に

は，サナダグサ，アッパコモング"サと，フクリンアミジが岩上を覆っ

ている。ハリガネの上にはコブソゾがこぶこぶに着生している。コ

ブソゾは他の海域では見られないほどに大きく，かつ多量に見られ

る。磯が干上がってしまい，コブソゾが死んだ時には，コブソゾが

発する異臭が浜全体をおおうほどである。ここには，イボツノマタ

と同位~少しヒ位にアオスナゴが生育する。アオスナゴについては

現在原稿執筆中である。 アオスナゴは，体構造，皮層にmì~細胞を

形成する様子，雌性生殖器官の形態からベニスナゴ属植物である

が，腺細胞の大きさと形がペニスナゴと興なること，果胞子体が斑

状に形成されることと，そして何よりも体色が緑がかった褐色をし

ていることからペニスナゴと区別される。同じ海岸に生育するペニ

スナゴは潮間，F!?下にポツンポツンと群生するが，密生はしない。外

洋に面した岩場では，アラメに混じって北方系の海藻で、あるアサミ

ドリシオグサが生育している。)j阿付長靴なしに，アサミドリシオグ

サを採集するのは困難なほどにここの海水は冷たい。

嵐の後にはここに海諜の打ち上げがあることが多い，砂浜に打ち

上げられることもあるが，多くは汀にただ、よっているので、タモ網で、

すくいあげるとよい。土地の人達は，海謀の打ち上げがあると， 季

節にかかわらず，早朝から浜に出てコ トジツノマタを拾う。コトジ

ツノマタは，銚子の浜の人達にとってはかけがえのないものである。

ほかにはイボツノマタ，ハリガネ，タンパノ リ， ペニヒパである。ま

れにはミチガエソウも見つかる。ペニヒパは年間を通じて打ち上げ

られ，それらを子細1Iに観察すると， 一年中生殖器官をつけ，*胞

子を生じ，凹分JJ包子を生じている。

海に向かつて右側の磯は，平らなごつごつとした岩礁海岸であ

る。海縁にはたくさんの紅藻が生育するが，ここは紅藻の大群生は

見られない。ところが，意外なことに，このごつごつとした海岸に

はイワヒゲ，イシゲ，イロロそれぞれのとても大きな群落が形成さ

れる。三重大学の前川行幸教授によると， 三重県石鏡ではイロロ

を煮て固めたものを「ウシノシテ」と呼んで、食用とするそうである

が，ここではだれも採集すらしようとはしない。銚子では食用とし
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区19 あしかr占を望む。砂浜に海藻の打ち上げが見られる。

て未開発の海高:主である。また，ここには，ユナも大量に生育する。

梅崎 勇先生は生前，先生の故郷敦賀の小浜ではユナはお正月γ

なくてはならないご馳走だ、と言っておられた。しかし，特有の臭み

があって銚子で、は食べる人も，採る人もいない。したがって，ユナ

は高さ 30cmにも大きくなる。そして，ここのユナに限ってたく

んのベンテンモが生育する。

黒生海岸

かつて， ここの海岸は崖の下であった。黒生凝灰岩というまるで

コンク リー卜で|宣|めたような大きな岩からなることを特徴とする海

岸で自の前は砂浜で、あった。今でも浅い海岸は，削が51くと速くま

で千出するが，浅い海は埋め立てられて銚子港の南の端にある漁

港となった。港の奥の斜路には，ヒメアオノ リ， 避くまで、残ってい

るスサビノリ， 縁に鋸歯がありゴワゴワのアオサ，ツヤナシシオグサ，

イボツノマタ，ウスパアオノ リ， そしてナガアオサがそれぞれ帯状

の群落を形成している。砂が寄りやすく，時に，群落の全部が(1少

にtMまってしまうことがあるが，春にはまた同じような群落を見るこ

とカfで、きる。

埋め立てが進んで、11*1までテ 卜ラポットが積まれて防波堤が建設

され，その防波堤の上を]I[が走れるようになった。防波堤はむき出

しのテトラポッ トである。テトラポッ トの上は滑るし，っかまる所が

なく，極めて採集しにくい。また，テ トラポッ トの上には海部の着

生もよくない。ところが，近年このテトラポットの上に，春早く， ウ

ルシグサが大量に生育するようになった(吉Illlrr2005)。銚子でウ

ルシグサは君ヶ浜で、数十年に 1度採集されるだけで、あったが， 毎

年見られるようになった。また，ワカメも群生するようになった。こ

このワカメは力1"臭いという人もいるけれども，伐を浮かべて養殖を

している人もし唱。

松岸

銚子の河口から 5km上流にあたる。天保水市1伝によると，か

つて遊郭があって栄えた所で、あるが，今はその而影もない。利恨

川がゆったりと流れる所である。 干ìilVJ満ì~QJに従って川の水もピ|ご

する。千葉県側の川岸はすっかりコンクリー卜で固められてしまい，



葦の生育は見られない。干潮時には，このコンクリートの壁に上下

幅 1mものアヤギヌの群落帯位が見られる。泥にまみれることなく，

美しい群落が見られる。長い川岸一面に見られる。アヤギヌの下

位に生育するホソアヤギヌの生育は確認していない。また，葦の群

落形成が見られないので，タニコケモドキも見られない。

銚子の海岸とそこに生育する海藻の様子を述べてきた。銚子で

海藻採集をするには，車で回っても， 1日ではその全容を理解す

ることは難しい。初日に外川で畳岩から弘法水までの聞で採集を

し， 2日目に犬吠埼を回るとしても，犬吠埼での採集は案外時聞が

かかってしまう。 3日目にアシカ島から黒生を回ることになるだろう。

あしか島，君ヶ浜，犬吠と，銚子電鉄をうまく使うと時間の短縮が

できるだろう。松岸でのアヤギヌの採集にも，干潮時に出かけた方

が採集しやすい。

銚子の海岸は，太平洋中部沿岸に生育する温帯性の海藻が多い，

それに親潮の影響が加わる。冒頭に述べたように，潮間帯は春の大

潮時に冬の海藻のほとんどが枯失するが，年間を通じて潮間帯に

生育する海藻も見られる。これは，銚子沖で黒潮と親潮とがぶつかり，

夏期濃霧を生じることが多い。干出時には濃霧によって強い日光が

さえぎら札磯に生育する海藻が乾燥から守られることによるものと

思っている。銚子灯台には，霧笛があり， 21∞9年春までは使われ

ていたが，小型漁船にも GPSを装備するようになって霧笛の時代

は終わったとして今は鳴らない。地球の温暖化が叫ばれているが，

銚子の海藻を見ているだけでは，温暖化が進んでいるようには見ら

れない。ウガノモクが生育したり，ウルシグサが大繁殖したりと，む

しろ寒冷に向かっているのではないかとも思われるのである。

利根川が育てる銚子の海藻

銚子に多種類の海藻が，多量に生育し，かつ年聞を通じて生育

するものも多い。大形の海藻も，大きく生長する。これは，利根川

のもたらす栄養が海譲の生長を助けているものと思われる。国立

科学博物館の武田正倫先生を銚子に招待したことがあった。彼の

言によると，海藻の生育はとてもよいところだけれども，無脊椎動

物にとってはあまり好適な生育地ではないと言われた。それは，岩

礁に砂が多い。漂砂が多く，無脊椎動物にとって体中に砂がつく

ことは好ましいことではないというのである。利根川のもたらす真

水は，銚子の海藻の栄養源である。同時に大量の砂も吐き出すの

である。ところが，この砂が，海藻の体表面を洗う役割をし，珪藻や，

他の動物が付着することを妨げていると思われるのである。実際に

潜ってみると，水深3""5m以下は白い砂で覆われている。この

ような，利根川のもたらす砂泥は，白い濁りとなって海水の透明度

の低下をももたらす。従って，潮間帯に生育する海藻の豊富さに

比べると，低潮線下の海藻群落は極めて貧弱である。

千葉県内の外洋に面した磯があるところでは必ず，マクサを干

している光景にであう。マクサは漸深帯に生育する紅藻であるが，

銚子の漸深帯は砂で覆われているので，銚子でマクサを採集する

ことは極めて難しい。銚子で見られる大形のテングサ科植物は，ヒ

メテングサ，ハイテングサ，オオプサ，オニクサとオパクサである。

銚子でオオプサと，オニクサは打ち上げのなかに多数見られるの
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だ杭これを採集して乾燥する風景はみられない。銚子で深いと

ころに生育するのはヒロハノトサカモドキと，オオパキントキ，ミチ

ガエソウ，ハスジギヌなどである。

銚子で食べられている海藻

銚子で食用として採取されるのは，スサピノリ，ウップルイノリ，マ

ルパアマノリなどのノリ類，フクロノリ，イボツノマタ，コトジツノマタ

である。ノリはいわゆる岩のりといい，漉いて干して自家消費している。

色も悪く，ゴワゴワとして，細かい砂が入っていることもある。いかに

も天然物であるが，製品として出回ることはほとんどない。

銚子ではフクロフノリをノゲノリと称し食用とする(鶴岡 1988a)。

かつて，和服の布張りに無くてはならないものであったが，今は，

食用として出回っている。みそ汁に入れて食べるが，長い間煮ると

ドロドロになってしまう。温かいみそ汁に，パッと入れて数分後に

食べると磯の香りがしておいしい。

コトジツノマタは銚子では，これを真水で洗い，刻んで煮こご

りをつくる。コトジツノマタの煮凝りは「カイソウ，ケイソウ，飯沼

コンニャク」などと呼ばれてお正月になくてはならないものである。

銚子だけでなく，九十九里地方，印膳，銚子を結ぶ北総一円で食

べられている。材料となるコトジツノマタは，銚子でも採取されるが，

千葉県の南部の千倉から太海にかけての岩礁海岸で採取される。

ところが，千葉県南部ではコトジツノマタを食べる習慣はない。近

年，コトジツノマタの需要が増えて，需要に供給が追いつかなくなっ

てしまった。そこで，コトジツノマタのかわりにイボツノマタが使わ

れるようになった。コトジツノマタを「本カイソウJ，イボツノマタを

「新カイソウ」と称して庖頭に並んでいる。コトジ、ツノマタの方が味

も，舌触りもよい。銚子市内のスーパーマーケットでは一年中，「カ

イソウ」が売られている。パックに入っている煮凝りを取り出して，

醤油をかけて食べる。あるいは一晩味噌や，醤油に漬けておいて

から食べるととても美味しく食べられる(鳩貝・藤田 1988，鶴岡

1988b)。かつて冬の時期にしか作られなかったものであるが，近

年は一年中スーノ号ーマーケットに並んでいる。長崎から外111にかけ

ての海域の漁業権を持つ丁子(ヨウロゴ)さんが，長崎で海藻を商っ

ている。長崎の旅館浮船を訪ねてカイソウを買うと，他の庖のもの

はとはまるで違うおいしさを満喫できる。海が荒れた後に，海藻の

打ち上げがあると，浜辺に住む人達はこぞって浜に出てコトジツノ

マタを拾う。ワカメや他の海藻には目もくれず，ひたすらコトジツノ

マタだけを拾うのである。

交通の便

東京駅より銚子駅まで特急で2時間40分，快速でも 2時間

50分で到着する。高速ノ苛スで東京駅から銚子駅まで2時間20

分で到着する。銚子駅から銚子電鉄で外川駅まで20分である。

車で東京からは，東関東自動車道の佐原香取ICから 365号線

をたどり銚子に入るか，東関東自動車道の潮来ICから水郷道路

を経て 124号線をたどり銚子大橋を渡って入る。あるいは，千葉

東金道路→銚子連絡道路横芝光ICから 126号線で銚子に入る。

いずれも，高速道路を下りてからは魚を積む大型トラックが突っ走

る田舎道である。
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銚子で採集された海藻のリスト

緑色植物:ランソウモドキ，ヒビミドロの 1種，ヒメアオノリ，ヒラ

アオノリ，ボウアオノリ，ウスパアオノリ，スジアオノリ，ナガアオサ，

リボンアオサ，ボタンアオサ，アナアオサ，ヤプレグサ(漂着)，シ

リオミドロ，アサミドリシオグサ，ツヤナシシオグサ，タマリシオグ

サ，ホソジ、ユズモ，タマジュズモ，フトジュズモ，シリオミドロ，ホ

ソネダシグサ，ミナトハネモ，ツユノイトケパ，アオモグサ(漂着)，

オオハネモ，ミナトハネモ，フサイワヅタ(漂着)，ハイミル，ミル，

タマミル(漂着)，クロミル(漂着)，ヒメスガモ，スガモ，アマモ，

コアマモ。

黄色生物:タワラガタシオミドロ，シオミドロ，マツモ，クロハンモン，

キイロハンモン，イソハンモン，クロモ，フトモズク，イシゲ，イロ

ロ，ワカメヤドリミドロ，ネノTリモ，シワノカワ，ワタモ，フクロノ

リ，ハパノリ，カヤモノリ，イワヒゲ，ハパモドキ，ウルシグFサ，ワ

カメ，ヒロメ(漂着)，クロメ(漂着)，スジメ(漂着)，カジメ(漂

着)，アラメ，ガゴメ(漂着)，ホソメコンブ(漂着)，ヨツデクロガ

シラ，アミジグサ，フクリンアミジ，サナダグサ，コモングサ，ヒロ

ノ、コモングサ，アッパコモングサ，ウミウチワ(漂着)，ウガノモク，

ヒエモク，ヒパマタ(漂着)，エゾイシゲ(漂着)，ヤパネモク(漂着)，

コブクロモク?(漂着)，フタエモク?(漂着)，ヨレモクモドキ(漂

着)，フシスジモク(漂着)，ヒジキ，ホンダワラ，イソモク，アカモク，

タマハハキモク，ノコギリモク，トゲモク，ヤツマタモク，マメダワラ，

オオパモク，ヒラネジモク，ウミトラノオ，ヨレモク。

紅色植物:イソリボン，ホシノオビ，ウシケノリ，フノリノウシゲ，

アサクサノリ，スサビノリ，マルパアマノリ，ウップルイノリ，オニ

アマノリ，コスジノリ(千原 1965のリストにあり，この標本はしば

らくかつて犬若にあった千葉大学理学部附属臨海実験所に展示さ

れていた)，ウミゾウメン，ホソベニモズク，タマイタダキ(漂着)，

ヒメテングサ，ハイテングサ，オニクサ，マクサ，オパクサ，ミチ

ガエソウ，ツノムカデ，トサカマツ，ヒトツマツ，オオパキントキ，

コメノリ，ムカデノリ，サクラノリ，ヒラムカデp，キョウノヒモ，スジ

ムカデ，タンパノリ，フダラク，イトフノリ，ハナフノリ，フクロフノリ，

ヒロハノトサカモドキ，ヒメトサカモドキ，ベニマダラの 1種，エン

ジ、マダラ，サビモドキ，モカサ，ノリマキ，ヒラノリマキ，サモアイ

シゴロモ，ヒライボ，アパタモカサ，エゾシコロ，ピリヒパ，ミヤヒ

パ，サンゴモ，ヤハズシコロ，ウスギヌ，ペニスナゴ，アオスナゴ，

ナミノハナ，ホソパナミノハナ，イソダンツウ，マキユカリ，ユカリ，

イバラノリ，カギイバラ，サイダイバラノリ，タチイバラ，オゴノリ，

アガボオゴノリ，カパノリ，オキツノリ，ハリガネ，ミゾオキツノリ，

コトジツノマタ，オオノfツノマタ，ツノマタ，イボツノマタ，カイノリ，

シキンノリ，スギノリ，カタベニフクロノリ(漂着)，マサゴシパリ，

ワツナギソウ，イソマツ，フシツナギ，コスジフシツナギ，リユウノ

タマ，フタツガサネ，ヨツガサネ，ハネクスダマ，ホソガサネ，キ

ヌイトグサ，フトイギス，トゲイギス，ハネイギス，イギス，ハリイ

ギス，ケイギス，カザシグサ，キヌイトカザシグサ，ペニヒパ，ナ

ガウプゲグサ，ニクサエダ，サエダ，チリモミジ，スジウスパノリ，

カギウスパノリ，タチウスベニ，ハブタエノリ，ハスジギヌ，アヤギ

ヌ，ホソアヤギヌ，シマダジア，ワシノツメ，ベンテンモ，ユナ，ヤ

ナギノリ，ニホンソゾ，キクソゾ，コブソゾ，キブリイトグサ，オワ

リイトグサ，ショウジョウケノリ，ケハネグサ，ハネグサ，イソムラ

サキ，コザネモ，ホソコザネモ。
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